








[要約]5 才時に受診した幼児を含む 8才、12 才の集団を対象に、健診と食事調査を行い、

肥満に関係する要因を検討した。1)5才児の肥満の出現状況は 1984 年 6.5%から 1993 年は

21.6%と高い結果を得た。2)食習慣調査の結果、一般的な傾向として、5 才と 8 才の食物

摂取状況をみると、8 才児では乳類、肉類、野菜類、飯類が増え、逆に菓子、飲料の摂取

量が減少した。3)5 才時に肥満で栄養指導を受けたもののうち、16.7%が 8 才時に正常値

に回復したが、指導を受けなかった子に新しく肥満の発症が 7.8%もみられた。


